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肱

川

あ

ら

し

四
国
路
の
秋
が
深
ま
り
、
肱
川
沿
い

の
山
な
み
が
紅
葉
し
は
じ
め
る
と
、
わ

が
町
の
開
閉
橋
に
は
ま
る
で
真
綿
を
ち

ぎ
っ
て
投
げ
つ
け
る
よ
う
な
は
げ
し
い

「
肱
川
あ
ら
し
し
が
、
ゴ
ォ
ゴ
寸
と
う

な
り
を
た
て
て
、
橋
を
渡
る
通
学
生
や

通
勤
者
を
泣
か
せ
る
冬
が
訪
れ
る
。
上

流
の
大
洲
盆
地
に
発
生
し
た
霧
や
雲
海

が
伊
予
灘
へ
ぬ
け
る
一
本
道
。
両
岸
の

山
に
せ
か
れ
、
冷
た
い
河
の
水
と
海
水

の
温
度
差
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
風
速
二
十

灯
も
の
風
を
と
も
な
っ
て
、
ウ
エ

y
ト
な

大
洲
の
霧
も
こ
こ
で
は
ド
ラ
イ
な
「
あ

ら
し
し
と
な
る
。

の
ぼ
る
朝
の
光
が
ス
ポ
y
ト
を
あ
て

る
よ
う
に
デ
ル
タ
地
帯
の
家
な
み
に
光

の
シ
マ
を
描
い
て
流
れ
る
偉
大
な
自
然

の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

「
あ
ら
し
の
出
る
日
は
天
気
が
エ
エ

・
:
」
と
急
傾
斜
地
の
段
畑
ヘ
ミ
カ
ン

採
り
の
農
民
た
ち
が
登
っ
て
く
る
。
農

民
に
は
苦
し
い
「
あ
ら
し
L

だ
が
、
町

に
と
っ
て
は
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た

観
光
資
源
で
も
あ
る
。

こ
の
「
あ
ら
し
L

は
、
十
月
末
か
ら
十

二
月
な
か
ば
ご
ろ
ま
で
吹
き
荒
れ
る
。

「
あ
ら
し
し
発
生
の
原
因
は
、
大
洲

盆
地
と
伊
予
灘
と
の
聞
の
夜
間
の
温
度

差
に
よ
り
吹
く
、
い
わ
ゆ
る
陸
風
の
一

種
で
特
殊
な
地
形
が
こ
れ
を
増
強
し
て

い
る
。
気
圧
傾
度
が
ゆ
る
や
か
な
安
定

し
た
天
気
で
あ
れ
ば
必
ず
発
生
す
る
。

む
だ
や
か
な
晴
れ
た
日
の
日
没
後
一

'ili--

二
時
間
後
、
白
滝
付
近
か
ら
河
口
へ
む

か
つ
て
吹
き
は
じ
め
る
強
風
で
、
河
口

に
近
づ
く
に
従
つ
で
風
速
を
増
し
、
翌

日
の
正
午
前
ま
で
つ
づ
く
。
北
西
の
微

風
が
あ
る
日
は
弱
い
か
ら
発
生
し
な
い
。
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長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
が
、
十
月
二
十

七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
二
日
間
の
会
期
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の

一
部
改
正
案
、
海
面
汚
染
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
事
件
に
関
す
る
和
解
に
つ
い
て
な
ど
町
提
出

の
議
案
八
件
と
、
議
提
一
件
、
議
会
か
ら
の
報

告
案
件
一
件
。
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
、
報
告
案
件
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質
問
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
受
理
採
択

さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
お
も
な
も
の
は
次

の
通
り
。

民
生
費
老
人
ホ

I
ム
と
地
域
住
民

と
の
交
流
事
業
経
費
四
十
三
万
二
千
円
。

同
対
支
部
補
助
金
百
七
十
八
万
七
千
円
。

衛
生
費
公
衆
浴
場
松
ノ
湯
の
ろ
過

機
改
善
に
と
も
な
う
助
成
金
二
十
一
万

円
。
水
道
事
業
会
計
へ
の
貸
付
金
と
筒

易
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
あ
わ
せ

て
一
千
九
百
四
万
円
。

農
林
水
産
業
費
市
町
村
農
業
機
械

効
率
利
用
安
全
対
策
事
業
お
よ
び
集
落

農
業
計
画
生
産
推
進
事
業
な
ど
各
種
振

興
事
業
に
三
百
九
十
九
万
九
千
円
。
出

海
農
道
ほ
か
防
災
修
復
費
百
三
十
万
円
。

土
地
改
良
区
へ
の
事
業
運
営
補
助
金
四

十
四
万
九
千
円
。
出
海
地
区
と
豊
茂
地

区
の
一
部
の
国
土
調
査
の
集
成
図
作
成

費
百
七
十
八
万
円
。
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

国
転
換
促
進
事
業
の
補
助
金
二
千
三
百

四
十
六
万
八
千
円
。
林
業
振
興
の
た
め
の

間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
の
補
助
金
二

青
島
漁
港
の
船
台

施
設
費
な
ど

一

品

克

一

命

河

ム一
A

計

A
7
年
度
一
般
会
計
に
今
回
、
一
億
六

千
百
八
十
一
万
三
千
円
が
補
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
当
会
計
予

算
総
額
は
三
十
四
億
六
千
七
百
七
十
二

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
公
判
弁
護
士
報
酬
費
と
し

て
六
十
万
円
。
大
和
橋
改
良
工
事
に
伴

う
ケ
ー
ブ
ル
移
転
費
百
五
万
六
千
円
。

本
庁
舎
ほ
か
各
施
設
の
補
修
に
要
す
る

経
費
七
十
二
万
円
。
文
化
娠
興
財
団
へ

の
出
損
金
四
十
四
万
円
。
住
民
登
録
書

き
替
え
事
務
等
の
賃
金
と
印
か
ん
登
録

証
の
購
入
費
七
十
二
万
八
千
円
。
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百
八
十
三
万
二
千
円
。
青
島
漁
港
へ
設

置
す
る
船
台
施
設
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

商
工
費
街
路
灯
の
修
繕
料
。
白
滝

公
園
無
料
休
憩
所
の
工
事
請
負
費
。

土
木
費
前
奥
地
区
の
下
水
排
水
施

設
の
調
査
測
量
費
。
大
平
線
ほ
か
の
路

面
補
修
工
費
。
大
平
線
の
路
側
欠
壊
に

誘
発
さ
れ
地
す
べ
り
を
起
こ
し
た
山
側

の
復
旧
改
良
経
費
。
沖
浦
1
大
洲
線
改

良
ほ
か
の
負
担
金
五
百
万
円
。
惣
瀬
川

の
復
旧
費
。
長
浜
港
改
修
・
局
部
改
良

高
潮
対
策
等
県
営
工
事
負
担
金
三
千
五

百
七
十
万
七
千
円
。
櫛
生
河
原
地
区
下

水
路
改
良
費
。
仁
久
住
宅
の
給
水
施
設

の
補
修
費
。

消
防
費
出
海
地
区
へ
配
備
す
る
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
購
入
費
百
五

十
三
万
円
。

教
育
費
白
滝
青
年
回
全
国
青
年
大

会
演
劇
出
演
補
助
四
十
万
円
。
町
民
運

動
場
整
備
お
よ
び
事
務
所
の
内
装
費
な

ど
百
三
十
五
万
円
。

出
海
・
櫛
生
筒
水
水

源
調
査
委
託
料
な
ど

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

今
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は

百
八
十
七
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
は
六
千
百
三
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
補
正
さ
れ
た
わ
も
な
も
の

は
次
の
通
り
。

叶
松
地
区
の
共
同
給
水
施
設
止
水
堤

補
強
工
事
ι
お
よ
び
水
質
検
査
委
託
料
二

十
万
円
。
奥
地
区
の
共
同
給
水
施
設
工

事
費
が
県
審
査
の
結
果
、
四
百
八
十
六

万
八
千
円
減
額
。
出
海
、
櫛
生
筒
水
水

源
調
査
委
託
料
な
ど
あ
わ
せ
て
二
百
六

十
八
万
円
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
条
例
の
一
部
改
正

生
活
環
境
等
の
安
定
向
上
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
新
築
も
し

く
は
改
修
ま
た
は
住
宅
の
用
に
供
す
る

土
地
の
取
得
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け

を
行
な
い
、
当
該
地
区
の
居
住
環
境
の

整
備
改
葬
を
図
り
、
公
共
の
福
祉
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い

る
住
宅
資
金
の
貸
付
限
度
額
が
、
住
宅

改
修
資
金
の
二
百
七
十
万
円
が
三
百
万

円
に
、
宅
地
取
得
資
金
の
三
百
万
円
が

四
百
五
十
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
大
谷
口
荷
さ
ば
き
施

設
及
び
今
坊
集
会
所

の
請
負
契
約
を
承
認

A
7
坊
の
大
谷
口
へ
建
設
す
る
大
谷
口

荷
さ
ば
き
施
設
及
び
今
坊
集
会
所
の
建

設
工
事
は
、
四
千
八
百
九
万
円
で
矢
野

工
務
庖
と
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

海
面
汚
染
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
事
件
に

関
す
る
和
解

昭
和
四
十
七
年
か
ら
係
争
中
の
海
面

汚
染
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ

い
て
、
松
山
地
方
裁
判
所
の
和
解
勧
告

が
あ
り
、
七
条
項
か
ら
な
る
和
解
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
書
を
受
理
採
択

愛
媛
県
農
村
労
働
組
合
執
行
委
員
長

玉
川
陸
郎
氏
か
ら
、
町
議
会
議
員
各
位

あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
た
寸
公
共
事
業

に
お
け
る
設
計
労
務
単
価
の
適
正
化
と

建
設
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
建
設
業
退

職
金
制
度
の
完
全
実
施
に
関
す
る
件
」

の
陳
情
文
書
は
、
受
理
採
択
さ
れ
、
た

だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付
し
て
、
そ
の

主
旨
に
沿
う
よ
う
、
善
処
を
求
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

字、

の

LI 
か

マ
国
以
健
康
保
険
直
常
診
療
所
特
別
会

計
は
青
島
診
療
所
の
需
用
賀
白
一
万
三

千
円
。
マ
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
電
力
料
金

の
値
上
が
り
に
よ
る
不
足
分
二
百
八
十

万
円
と
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
等
発
ガ
ン

物
質
の
検
査
費
用
十
八
万
円
。
大
和
精

改
良
に
と
も
な
う
配
水
管
移
設
工
事
の

不
足
分
、
県
道
沖
浦
j
大
洲
線
の
道
路

改
良
工
事
に
よ
る
配
水
管
の
移
設
経
費

な
ど
あ
わ
せ
て
三
一
百
八
十
(
一
万
五
千
円
。

マ
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
持
別
会

計
は
、
新
築
三
件
、
改
修
一
件
、
用
地

取
得
一
件
あ
わ
せ
て
十
四
件
と
な
り
、

二
千
三
百
七
万
八
千
円
を
補
正
。

今
回
の
議
会
で
は
、
城
戸
岡
政
雄
議

員
、
山
本
薫
議
員
、
西
宮
正
幸
議
員
、

日
高
原
友
議
員
、
小
川
儀
三
郎
議
員
の

五
氏
が
十
一
件
の
一
般
質
問
を
行
な
い

ま
し
た
。基
本
構
想
は
時
期

を
み
て
提
案
を

ー
長
浜
町
総
合
開
発
j

城
戸
同
議
員
:
・
開
発
に
関
連
し
て
、

現
在
の
長
浜
町
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
第
一
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次
産
業
を
と
り
ま
く
環
境
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
将
来
の
見
通
し

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

次
に
、
振
興
計
画
基
本
構
想
が
決
議

さ
れ
て
以
来
、
先
進
地
視
察
な
ど
も
行

な
っ
て
き
た
が
、
前
進
す
る
気
配
も
な

い
。
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
く
の
か
。

長
浜
町
は
地
理
的
に
も
恵
ま
れ
て
お

ら
ず
、
企
業
の
誘
致
に
も
あ
ま
り
適
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
進
出
し
て
く
れ
る
企
業
が

あ
る
の
か
。
開
発
促
進
に
つ
い
て
各
種

団
体
か
ら
陳
情
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
、
こ
う
い
う
団

体
に
よ
る
組
織
が
で
き
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

こ
の
基
本
構
想
は
議
会
な
ど
に
提
案

し
て
方
向
づ
け
を
さ
れ
る
考
え
は
あ
る

か
。
そ
の
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

か。
二
宮
町
長
:
・
本
町
の
産
業
は
ま
す
ま

す
低
迷
を
続
け
て
お
り
、
大
き
く
発
展

す
る
要
素
は
何
一
つ
考
え
ら
れ
な
い
。

現
状
で
は
町
政
の
発
展
や
昨
民
所
得
の

増
大
な
ど
は
望
め
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

開
発
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
過
去
十

数
年
に
わ
た
り
町
の
基
本
方
針
と
し
て

進
め
て
き
て
お
り
、
本
町
が
考
え
て
い

る
よ
う
な
企
業
誘
致
は
非
常
に
多
く
、

経
済
の
わ
ち
ご
み
、
過
疎
化
現
象
へ
の

対
処
な
ど
を
考
え
る
と
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
は
き
て
お
り
、
議
員
各
位
の
理
解
と

町
民
の
合
意
を
得
て
開
発
を
進
め
て
い

き
た
い
。

進
出
企
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
る
公
害
の
な
い
企
業
を
踏

ま
え
て
基
本
計
画
を
立
案
し
、
誘
致
の
メ

リ
ッ
ト
、
地
域
の
経
済
に
及
ぼ
す
活
力
等

の
調
査
を
進
め
て
冷
静
に
判
断
し
た
い
。

現
在
誘
致
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
総
合
工
、
不
ル
ギ
l
基
地

構
怨
で
進
め
て
お
り
、
こ
の
方
向
で
進

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
全
力
を

投
入
し
て
園
、
県
の
理
解
と
協
力
を
得
、

み
な
さ
ん
と
と
も
に
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
た
い
。

世
論
が
結
集
さ
れ
て
推
進
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

町
も
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

基
本
構
想
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

は
既
に
着
手
し
て
わ
り
、
時
期
を
み
て

議
会
に
も
提
案
し
た
い
。

裁
判
に
よ
る
和
解
成
立

ー
埋
立
に
よ
る
訴
訟
問
題

1

城
戸
同
議
員
・
・
町
と
一
郎
町
民
と
の

聞
に
お
け
る
理
立
に
よ
る
訴
訟
問
題
は
、

約
十
年
近
く
争
う
不
幸
な
事
態
を
ま
ね

い
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
が
、

A
7
回

放
判
所
の
勧
告
に
よ
り
本
訴
訟
を
終
結

す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
状
態
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
い
。

和
解
に
は
、
裁
判
と
一
不
談
に
よ
る
-
一

つ
の
方
法
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
よ
る

口
u
刀
牛
!
?
。

エ
↑
命

m
J人
二
宮
町
長
:
こ
れ
は
昭
和
四
十
五
年

に
着
工
し
、
四
十
七
年
に
竣
工
し
た
第

一
期
臨
海
工
業
用
地
造
成
工
事
に
お
い

て
海
面
が
汚
濁
し
、
漁
場
が
破
壊
さ
れ
、

漁
獲
が
減
っ
た
と
し
て
損
害
の
賠
償
を

求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
裁
判
所
か
ら
和
解
条
項
が
一
不

さ
れ
、
そ
の
勧
告
が
な
さ
れ
て
和
解
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
裁
判
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
勝
っ
た
負
け
た
と
い

う
も
の
で
な
く
、
双
方
円
満
に
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
し
、
裁
判
は
終
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
六
次
巷
寄
堅
商

;
:
;
j
J一
号
一
{

計
画
で

ー
新
長
浜
港
湾
建
設
1

城
戸
岡
議
員
:
・
本
町
は
港
町
と
し
て

発
展
し
栄
え
て
き
た
が
、
現
在
は
手
狭

と
な
り
、
港
湾
の
機
能
を
果
た
し
得
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年

に
長
浜
新
港
湾
建
設
推
進
持
別
決
議
が

な
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
第
六
次
港
湾
整

備
計
画
へ
の
組
み
入
れ
が
関
係
機
関
の

指
導
、
協
力
に
よ
り
明
る
い
見
通
し
だ

と
聞
い
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
い
。

港
湾
と
開
発
に
つ
い
て
は
、
貨
物
の

増
加
を
図
っ
て
は
じ
め
て
第
六
次
港
湾

整
備
に
か
か
れ
る
と
思
う
が
、
こ
の
点

の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
第
六
次
港
湾
整
備
計
画

へ
の
組
み
入
れ
は
、
西
田
先
生
の
ご
協

力
を
得
て
決
定
し
て
い
る
。
予
算
総
額

は
、
約
四
十
三
億
円
で
あ
り
、
第
六
次

港
湾
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
埋
立

て
に
よ
る
土
地
造
成
と
企
業
誘
致
に
よ

っ
て
貨
物
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
絶
対

に
必
要
不
可
決
の
要
件
で
あ
り
、
港
湾

整
備
と
開
発
は
た
い
へ
ん
深
い
関
係
が

あ
る
。
開
発
が
進
ま
な
け
れ
ば
港
の
完

成
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
町
村
と
歩

調
を
あ
わ
せ
て

ー
伊
方
原
発
三
号
機
増
設
1

山
本
議
員
:
伊
方
町
で
は
原
子
力
三

号
機
の
増
設
の
申
し
入
れ
を
決
定
し
、

県
議
会
で
は
促
進
の
決
議
が
な
さ
れ
た

が
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
議
決
状
況
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
近
隣
市
町
村
で
は
大
変
関
心
を

も
っ
て
お
り
、
県
の
促
進
決
議
に
呼
応
し

て
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
こ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
長
浜
町
は

ど
の
よ
う
な
考
え
で
対
処
し
て
い
く
の
か
。

原
子
力
発
電
に
対
す
る
安
全
と
防
災

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

隣
隣
接
町
村
に
対
す
る
電
気
料
金
割

引
制
度
の
拡
大
と
、
電
源
交
付
金
の
対

象
区
域
の
拡
大
な
ど
南
予
全
体
の
振
興

に
結
び
つ
け
て
、
関
係
市
町
村
と
連
携

を
と
っ
て
運
動
を
展
開
し
て
い
く
考
え

が
あ
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
伊
方
町
議
会
で
は
、
三

号
機
増
設
の
促
進
に
つ
い
て
議
案
を
上

程
さ
れ
審
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
原

案
通
り
決
定
し
て
い
る
。
知
事
の
意
見

聴
取
に
わ
い
て
も
、
近
隣
市
町
村
は
安

全
性
の
確
認
と
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
満

た
し
て
も
ら
う
こ
と
を
条
件
に
誘
致
に

賛
成
で
あ
り
、
本
町
と
し
て
も
協
力
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。

安
全
性
と
防
災
に
つ
い
て
も
強
く
要

請
し
て
維
持
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
園
、

県
の
指
導
の
も
と
に
万
全
を
期
し
て
い

き
た
い
。

電
源
交
付
金
や
電
気
料
金
の
割
り
引

き
に
つ
い
て
も
、
知
事
に
本
町
の
位
置

を
説
明
し
て
強
く
要
請
し
て
あ
り
、
近

隣
市
町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
押
し
進

め
て
い
き
た
い
。

完
成
は
六
十
年
度

を
目
安
に

ー
国
道
三
七
八
号
線
の
改
良

1

山
本
議
員
・
・
国
道
三
七
八
号
線
全
線

の
伊
予
市
か
ら
八
幡
浜
市
聞
の
改
良
率
、

ま
た
、
本
町
内
の
改
良
率
は
ど
の
く
ら

し
カ長
浜
か
ら
ム
ブ
坊
ま
で
は
、
ほ
ぼ
完
成
に

近
づ
い
て
い
る
が
、
沖
浦
j
山
山
海
聞
の
改

良
は
今
後
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

本
町
内
の
市
街
地
に
お
け
る
国
道
は
た

い
へ
ん
む
つ
か
し
い
が
、
全
線
開
開
通
し
て

長
浜
町
が
、
不
y
ク
に
な
る
と
大
変
な
事

態
を
引
き
起
こ
す
の
で
、
早
く
か
ら
着
手

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
着
手
年
度
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

こ
の
国
道
を
改
良
し
て
い
く
場
合
、

須
沢
、
櫛
生
、
出
海
と
い
う
漁
港
区
域
を

通
過
す
る
が
、
現
道
沿
い
に
や
っ
て
い

く
の
か
、
そ
れ
と
も
漁
港
の
将
来
整
備

を
考
え
合
わ
せ
て
作
っ
て
い
く
の
か
。

県
の
構
想
等
が
わ
か
っ
て
ム
お
れ
ば
説
明

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
全
線
に
つ
い
て
は
数
字

が
明
確
で
な
い
が
、
当
町
管
内
で
は
全

延
長
一
万
六
千
九
十
六
日
の
う
ち
約
八

千
六
百
げ
が
年
度
末
に
は
改
良
済
み
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
街
地
は
五
十
七
年
度
か
ら
着
手
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
当
町
管
内
の
完
成

は
、
臨
調
が
ら
み
で
厳
し
い
も
の
が
予

想
さ
れ
る
が
、
昭
和
六
十
年
度
を
目
安

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

漁
港
区
域
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ル
ー

ト
の
決
定
は
で
き
て
お
ら
ず
、
地
元
と

も
相
談
し
て
、
将
来
の
こ
と
を
配
慮
し

て
決
定
さ
れ
る
よ
う
A

要
請
し
て
い
る
。

漁
港
整
備
は
年
次

計
画
で

ー
漁
業
握
興
と
漁
港
整
備
1

山
本
議
員
・
:
本
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な

漁
業
種
類
が
あ
る
が
、
現
在
の
漁
業
人
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口
、
船
の
隻
数
、

ど
の
く
ら
い
か
。

南
予
地
域
を
中
心
に
養
殖
漁
業
が
発

達
し
て
い
る
が
、
海
の
荒
い
伊
予
灘
沿

岸
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
海
草
類
や
魚
貝
類
の
養
猶
も
研
究

し
て
、
漁
業
の
安
定
策
を
行
政
の
中
で

考
え
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
o

最
近
、
機
械
漁
業
に
よ
っ
て
、
た
で

網
漁
業
等
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
漁
業

の
安
定
化
を
図
っ
て
行
く
た
め
に
は
、

魚
礁
設
置
に
よ
っ
て
魚
の
量
を
増
や
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
、

大
規
模
の
魚
礁
設
置
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

現
在
、
本
町
に
は
今
幼
、
長
浜
、
沖

浦
、
櫛
生
、
出
海
、
青
島
の
漁
港
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

説
明
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
旧
長
浜
町
に
新
し
く
漁
港
を

整
備
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
漁
業
経
営
態
の
総
数
は

約
二
百
七
十
三
態
、
漁
業
人
口
約
千
人
、

漁
船
の
隻
数
は
三
百
二
十
二
隻
で
あ
る
。

漁
獲
高
は
昭
和
五
十
五
年
度
で
、
約
九

百
八
十
一
ト
ン
、
金
額
に
し
で
約
六
億

四
千
万
円
で
あ
る
。

養
殖
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
条
件
に

適
し
た
稚
魚
、
稚
貝
の
自
然
放
流
が
適

当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
今
年
度
も
マ
ダ

イ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
放
流
し
て
わ
り
、

今
後
も
継
続
し
な
が
ら
実
施
し
て
ゆ
き

た
い
。大
型
魚
礁
の
早
期
設
置
に
つ
い
て
は
、

県
に
要
請
し
て
お
り
、
治
岸
漁
業
構
造

改
善
事
業
を
漁
協
と
相
談
の
上
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
行
政
の

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
年
次
計
画
に

一
年
間
の
漁
獲
高
は

議会・一般質問

基
づ
き
整
備
促
進
を
図
っ
て
む
り
、
緊

急
度
の
高
い
、
喜
多
、
沖
浦
、
出
海
、

揃
生
を
第
七
次
漁
港
整
備
計
画
と
し
て

園
、
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

旧
長
浜
町
に
新
し
く
漁
港
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
は
、
新
長
浜
港
建
設
の
中

に
入
れ
て
考
え
、
計
画
立
案
の
際
に
漁

協
と
協
議
の
上
、
考
慮
し
て
ゆ
き
た
い
。

過
疎
対
策
事
業
を

推
進
し
て

ー
大
型
ス
ー
パ
ー
進
出
対
策
1

西
宮
議
員
・
・
・
近
年
に
わ
け
る
長
浜
町

の
購
買
力
は
減
退
し
て
、
小
売
商
業
は

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
、
来
春

に
は
「
愛
媛
い
ず
み
」
が
進
出
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ー
パ
ー

対
策
に
憂
慮
し
て
い
る
が
、
将
来
の
商

業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
行
政
指
導
と

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
商
業
の
発
展
に
最
も
重

要
な
こ
と
は
消
費
人
口
の
問
題
で
あ
り
、

人
口
の
老
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

過
疎
対
策
事
業
を
推
進
し
て
、
人
口
の

定
者
増
加
を
図
り
、
絶
対
量
を
確
保
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

大
型
自
の
進
出
に
対
し
て
は
、
商
庄

街
と
各
個
庄
の
近
代
化
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
対
策
事
業
を
計
画
的
に
可

能
な
限
り
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
を

ー
行
政
改
革
と
福
祉
問
題
1

西
宮
議
員
・
:
国
に
お
い
て
行
政
改
革

が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
、
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
方
自
治
体
に
も

要
求
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
福
祉
の
分
野

へ
い
か
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
予
算

が
削
ら
れ
て
住
民
の
負
担
が
増
加
し
、

町
の
福
祉
行
政
が
後
退
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
住
民
の
連
帯
感
を
も
と

に
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
を
推
進
す

る
現
状
を
踏
ま
え
、
真
に
福
祉
を
必
要

と
す
る
人
々
に
必
要
な
も
の
を
提
供
し
、

生
き
が
い
対
策
な
ど
実
質
的
な
施
策
を

進
め
、
住
民
の
連
携
感
を
高
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
福
祉
の
実
現

に
き
め
こ
ま
か
い
取
り
組
み
を
し
て
ゆ

き
た
い
。上
水
道
計
画
を
専

門
家
に
依
頼

ー
上
水
道
に
ご
り
水
対
策
1

日
高
議
員
・
:
最
近
、
本
町
の
上
水
道

は
に
ご
り
水
が
で
て
困
る
と
い
う
こ
と

を
よ
く
聞
く
。
こ
れ
は
本
町
の
上
水
道

が
古
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

肱
川
の
汚
染
が
原
因
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
占
山
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

古
い
水
道
管
は
ど
の
よ
う
に
配
管
さ

れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
取
り
替
え
る

計
画
が
あ
る
か
。

肱
川
の
改
修
に
伴
い
、
上
水
道
の
水

源
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
二
宮
町
長
・
:
赤
水
が
発
生
す
る
原
因

は
、
既
設
の
配
水
管
に
た
い
へ
ん
古
い

も
の
が
あ
り
内
部
が
酸
化
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
最
近
重
車
輔
が
増
え
て
、

そ
の
通
過
に
よ
っ
て
衝
撃
が
加
わ
り
、

継
ぎ
子
が
破
損
し
て
終
末
の
方
に
赤
水

が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
個

人
が
そ
れ
ぞ
れ
分
岐
し
て
引
き
込
ん
で

い
る
管
の
内
部
が
腐
食
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
士
円
い
鋼
管
に
つ
い
て
は

順
次
改
良
し
て
い
る
が
、

A
7
年
度
約
二

千
引
を
交
換
し
て
い
る
。
な
お
、
来
年

度
も
延
長
に
し
て
二
千
灯
取
り
答
え
る

予
定
で
あ
る
。

将
来
に
つ
い
て
は
、
年
ご
と
に
増
大

す
る
使
用
量
へ
の
対
応
と
、
開
発
に
よ

る
人
口
増
を
加
味
し
て
給
水
量
を
算
定

し
、
中
小
源
の
確
保
と
配
水
管
の
布
設
替

え
、
低
水
任
地
域
の
解
消
を
考
慮
し
た

正
水
道
計
画
を
専
門
家
に
依
頼
し
て
検

討
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

関
係
機
関
が
連
携

を
保
っ
て

ー
青
少
年
の
非
行
問
題

1

日
高
議
員
・
・
・
青
少
年
の
非
行
問
題
は
、

多
く
の
組
織
、
多
く
の
場
で
と
り
上
げ

ら
れ
対
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
最
近
低
年
齢
化
の
傾
向
に
あ
り
、

長
浜
町
に
お
い
て
も
非
行
を
根
絶
す
る

た
め
の
努
力
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
A
7
日
ま
で
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。
ま
た
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

日
田
教
育
長
・
:
本
町
に
お
い
て
も
各

種
の
関
係
団
体
を
始
め
と
し
て
、
家
庭
、

学
校
、
公
民
館
な
ど
町
民
総
参
加
に
よ

る
取
り
組
み
の
中
で
、
健
全
育
成
に
伴

う
非
行
化
防
止
を
進
め
て
い
る
。
学
校

で
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
校

教
育
の
充
実
を
目
途
と
し
て
、
地
域
に

根
ざ
し
た
総
意
あ
る
学
校
守
つ
く
り
と
ゆ

と
り
あ
る
充
実
し
た
教
育
課
程
の
編
成

と
実
践
に
よ
り
一
人
一
人
を
生
か
す
児

童
、
生
徒
指
導
に
努
め
て
い
る
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館

の
運
営
を
中
心
に
し
て
、
各
種
社
会
教

育
同
体
の
日
常
活
動
を
通
じ
て
、
生
涯

教
育
の
視
点
に
た
っ
た
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。

青
少
年
対
策
と
し
て
、
青
少
年
問
題

協
議
会
を
中
心
に
、
家
庭
、
学
校
、
関

係
機
関
が
よ
く
連
携
を
保
っ
て
、
地
域

ぐ
る
み
で
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

の
良
さ
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
指
導
、

育
成
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

こ
の
方
向
で
進
め
て
参
り
た
い
。

今
、
説
明
会
を
開

く
つ
も
り
は
な
い

ー
原
発
に
関
す
る

危
険
性
の
説
明
会
1

小
川
議
員
・
・
・
国
内
的
に
も
世
界
的
に

も
原
子
力
発
電
所
の
危
険
性
に
対
し
て

の
不
安
感
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、

伊
方
の
三
号
機
増
設
に
つ
い
て
、
先
日

県
が
二
市
六
町
の
首
長
と
議
長
を
招
集

し
て
意
見
交
換
を
さ
れ
た
が
、
出
席
し

て
ど
れ
だ
け
の
発
言
を
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
内
容
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

昨
年
の
議
会
で
も
質
問
し
た
よ
う
に
、

原
発
に
関
す
る
教
育
の
た
め
の
講
演
会

と
か
説
明
会
を
今
年
中
に
開
催
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
伊
方
一
二
号
炉
の
建
設
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
の
首
長
並
び
に

議
長
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
諮
問
が
あ
っ

た
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
山
本
議
員
に

お
答
え
し
た
通
り
で
あ
る
。

原
発
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
す
る
つ
も
り
は
現
在
の
と
ご
ろ

な
い
。
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へ
届
出
}

森
林
等
を
伐
採
し
て
跡
地
に
植
林
を

す
る
た
め
の
山
焼
き
、
あ
る
い
は
集
め

焼
き
な
ど
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
役
場

へ
「
火
入
れ
許
可
申
清
一
を
し
て
許
可

を
受
け
て
か
ら
行
な
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
異
状
乾
燥
注
意

報
発
令
中
、
強
風
の
と
き
、
こ
の
ほ
か
火

災
に
な
る
危
険
性
の
あ
る
と
き
は
「
火

入
れ
L

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

{
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為
は
消
防

署
へ
}
次
に
掲
げ
る
行
為
主
し
よ
う
と
す
る

時
は
、
あ
ら
か
ど
め
そ
の
旨
合
消
防
署

長
に
屈
け
山
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

刊
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は
火

災
キ
一
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
。

同
花
火
(
が
ん
口
一
一
用
煙
火
を
除
く
)
の
打

上
げ
、
主
た
は
仕
掛
け
を
す
る
場
合
。

{
山
焼
き
な
ど
を
行
な
う
場
合
は
役
場
村
劇
場
以
外
に
わ
い
て
演
劇
、
映
画
、

命
日
門
川

υ
内
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U
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V
肉

H
H
H
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代

H
H
H
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HHHM
内

H
H
H
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U
向
日

H
H
υ
n
H
H
H
u
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H
H
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n
H
H
H
u
n
H
H
H
u
n
H
H
H
U
m
H
H
H
U
内
川

H
H
υ
n
H
U
H
U
A
H
H
M
M
n
H川
吋

0
1
1
1
1
1
1
1
J

日
本
人
の
食
生
活
セ
ン
ト
の
人
が
ご
似
を
食
べ
て
い
ま
す
、
な
い
の
で
す
。
西
一
以
化
し
た
と
は
い
え
、
ど
の
玄
一

一

一

時

民

登

壇

干

毒

性

し

た

た

め

ま

た

、

肉

の

消

費

量

も

多

く

な

っ

た

と

は

い

え

、

宮

も

ご

食

習

慣

は

残

っ

て

い

る

も

の

で

す

υ

一

口

『

H
I
l
l
H
u
l
l
u
L

病
気
が
‘
!
魚
の
消
費
量
も
そ
れ
に
伴
な
っ
と
上
討
し
に
い
る
と
そ
れ
は
お
米
を
食
べ
る
こ
と
で
す
o

こ
れ
が
脂
肪
河

口
多
く
な
り
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
づ

K

M

言
え
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
脂
肪
の
間
取
量
で
す
を
押
さ
え
る
原
因
と
な
っ
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
同

一
病
の
三
大
成
人
病
で
死
亡
す
る
人
が
え
引
か
が
、
昭
和
の
は
ビ
め
に
比
べ
る
と
、
ほ
ほ
一
倍
も
と
結
果
的
に
は
、
ほ
ど
良
い
状
態
に
つ
な
が
っ
た
わ
一

コ
年
々
…
増
え
て
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
大
・
の
仁
一
1

1

¥

汗
三
綴
陵
毅

F

ヨ

二

げ

な

の

ぴ

す

。

z

u

そ

れ

は

違

う

と

思

い

ま

す

。

台

着

~
1
E龍
盤
調
翠
川

E--

士
同
三
長
養
問
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
栄
養
永

C

一

戦

後

、

わ

が

国

で

は

、

た

ん

ぱ

、

未

定

一

九

九

離

縄

司

鶏

議

J
決

-

香

養

準

は

恥

ず

ま

ず

と

さ

れ

て

い

ま

す

o

一

一
質
不
足
脂
肪
不
足
に
よ
る

i
日

比

都

議

鰐

轍

獣

医

紅

白

三

こ

れ

は

平

均

的

数

値

で

あ

り

f
:
d

コ

進

め

て

き

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

;

生

一

雄

藤

離

電

見

(

坊

少

の

問

題

も

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

か

ら

見

で

も

、

一

食

で

あ

る

米

は

減

り

、

炭

水

化

物

、

脂

全

組

轟

轟

轟

離

電

匂

今

A
7
の
食
生
活
か
ら
く
守
成
人
病
の
警
告
は
間
違
い
口

「

、

た

ん

;

の

パ

一

宮

ン

ス

も

で

型

¥γij守
中

で

あ

り

、

私

は

む

し

ろ

、

こ

の

食

生

活

に

よ

り

病

一

一
ヂ
、
栄
養
面
で
は
望
ま
し
い
成
果
食
引
い
る
よ
う
に
な
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
問
題
も
か
な
主
刊
で
き
て
い
る
と
確
信
し
、
今
日
の
日
本
一

一
を
し
L

げ

て

い

る

と

見

ら

れ

ま

す

が

、

弘

本

日

り

深

刻

な

よ

う

で

す

。

人

別

ナ

食

生

活

に

定

首

の

努

力

を

し

て

い

き

た

い

と

P

一

実

際

デ

l
タ
ー
に
よ
る
と
米
の
消
費

i

し
か
し
、
米
国
と
比
べ
る
と
日
本
の
脂
肪
摂
取
は
思
い

i

o

F

一
量
は
減
つ
で
い
る
も
の
の
、
夕
食
で
は
九
六
バ

l

一

一

分

の

一

に

満

た

な

い

ほ

ど

で

、

比

べ

も

の

に

な

ら

』
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!

年

末

か

ら

年

始

に

か

け

て

、

雷
同
例
年
内
に
気
が
乾
燥
し
強
風
の

週
厄
日
吹
く
日
が
多
く
、
こ
れ
か
ら

防
2
は
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
す
の

予
泊
で
、
火
気
の
使
用
が
ひ
ん
ぱ

…
山
中
〈
ぺ
ん
に
な
り
ま
す
の
い
っ
た
ん

火

ト

火

災

が

発

生

す

Z
皆
さ
ん

国
釦
の
生
命
や
財
産
主
い
ま
す
n

全
月
特
に
本
年
は
凶
際
障
害
者
年

ま
ナ
刊
で
す
。
体
の
不
向
山
な
方
、

決
一
以
た
き
り
独
居
老
人
の
皆
さ

:

ん

比

、

一

般

の

人

と

比

べ

判

断
力
、
行
動
力
に
欠
け
る
た
め
、
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
状
況
に
応
じ
た
的
確
な

れ
動
を
す
る
こ
と
が
困
難
ご
す
。
体
の

不
自
由
な
方
や
老
人
を
、
家
族
や
近
所
の

皆
さ
ん
で
守
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か

一一一地崎弘明血血盟園町民登壇 u

そ
の
他
催
物
を
開
催
す
る
と
き
。

⑨
郵
便
局
だ
よ
り

「
年
賀
状
は
口
月
初
日
ま
で
に
」

「
小
包
は
昭
月
間
日
ま
で
に
」

「
郵
便
番
号
は
正
確
に
、
あ
て
名

は
正
し
く
番
地
ま
で
」

今
年
も
年
賀
ハ
ガ
キ
の
取
扱
い
の
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
大
切
な

郵
便
物
を
保
護
し
、
正
砕
に
日
γ
く
配
達

す
る
た
め
に
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
は
郵
便
受
箱
を

前
昨
便
受
給
が
な
い
と
配
達
に
た
い
へ

ん
回
り
ま
す
。
戸
の
す
き
間
や
ぷ
問
先

へ
配
達
す
る
と
紛
失
す
る
ご
と
も
あ
り

ま
'
す
の
で
、
郵
便
物
を
保
護
す
る
た
め

に
九
部
団
交
摘
を
お
付
け
く
だ
さ
い
心

郵
便
受
箱
に
は
、
家
族
全
員
の
名

前
を
は
っ
き
り
と

家
族
名
の
記
載
が
な
か
っ
た
り
、
叫
時

れ
て
見
え
に
く
い
と
誤
配
達
や
配
達
で

き
な
か
ワ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
同
居
の
方
も
今
日
め
て
全
川
の
名

前
を
童
日
い
で
く
だ
さ
い
れ
一

あ
て
名
は
く
わ
し
く
正
確
に

あ
て
名
は
町
ん
ね
、
番
地
ま
で
ハ
ァ
キ

リ
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
あ
て
名
の
書
き
方

食
住
居
表
示
地
繊
の
場
合
は
街
区
符
日
巧

と
住
居
番
号
ま
で

例

O
O市
O
O
二
丁
目
三
番

-
-
O口可

女
そ
の
他
の
地
域
は
番
地
ま
で
(
字
名

も
忘
れ
に
9

に
)

洲
口
O
市

O
O町
一
二
三
番
地

女
団
地
、
ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
棟
委
号
、

住
宅
番
号
、
室
番
号
ま
で

附

O
O市
O
O町
一
二
三
番
地

0
0

団
地

O
棟
。
号
室

品
開
問
居
者
ま
た
法
ご
家
旋
あ
て
の
場
合

は
一
行
芹
さ
ま
で

川口
O
市

O
O町
一
二
三
番
地

O
C
ム
ム
様
方

知
人
、
友
人
、
親
類
や
お
得
意
先
へ

か
宅
の
正
確
な
伶
所
を
知
ら
せ
て
わ
き

ま
し
ょ
〉
7
0

一鉄一
一
軍
一
例
午
、
寒
〈
な
り
ま
す
と
踏

「
十
じ
切
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
冬

期
は
自
動
車
の
窓
を
締
め
、
外
部
か
ら

隔
離
さ
れ
る
の
で
、
踏
切
で
の
安
全
確

認
が
悪
く
な
る
た
め
で
す
の

事
故
を
起
ご
さ
な
い
た
め
、
次
の
踏

切
安
全
通
行
の
ル

i
ル
を
し
っ
か
り
守

つ
で
く
だ
さ
い
っ

@
踏
切
の
子
前
で
一
時
停
止
し
、
左
ト
れ

の
安
全
を
確
認
す
る
と
と
。

@
警
報
機
が
鳴
り
出
し
た
ら
、
絶
対
に

踏
切
内
に
入
ら
な
い
こ
と
。

@
踏
切
内
?
の
、
落
輪
、
エ
ン
ス
ト
を

L
な
い
よ
う
、
自
動
車
の
点
検
、
運
転

取
り
扱
い
面
で
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

@
踏
切
内
で
、
自
動
車
等
が
立
往
生
し

た
と
き
は
、
ま
、
ず
列
車
を
止
め
る
手
配

を
す
る
こ
と
。 踏

切
事
故
防
止

、

ご

と

し

も

狩

猟

解

禁

の

f

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

ん

?

ハ

ン

タ

ー

の

み

な

さ

ん

は

さ

j
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
が
、

与
φ

立
思
鉄
道
線
路
沿
円
や
人
家
近

レ

注

く

で

の

発

砲

は

し

な

い

よ

L
ご
う
に
し
て
く
之
さ
い
。

心

こ

鉄

道

線

路

の

近

く

に

は

一
卸
必
ず
信
号
通
信
用
の
電
線

タ

舗

が

と

お

っ

て

い

ま

す

o

ご

ン
ヌ
年
ノ
れ
に
散
弾
が
命
中
「
る
と

¥
電
線
が
傷
つ
き
、
信
号
機
が

ノ

働

か

な

く

な

っ

た

り

、

通

信

が
が
き
ず
進
行
中
の
列
車
が
止
ま

η
乗

客
に
述
惑

rr
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
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リ
ー
ダ
ー
の
役
割

コミュニティ広場。私の赤ちゃん

地
域
の
住
民
団
体
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
は
た
す
た

め
に
は
、
活
動
の
に
な
い
手
と
し
て
の

各
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
は
極
め
て

重
要
で
す
。

ま
た
、
個
々
の
団
体
聞
や
行
政
と
の

連
絡
調
整
な
ど
を
含
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
常
に
自
発
性
に
根
ざ
し
た

展
開
を
可
能
に
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と

も
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
で
す
。
こ
の
よ
う

に
リ
ー
ダ
ー
は
二
面
性
を
も
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
は
地
域
の

事
情
に
明
る
く
、
み
ん
な
の
た
め
に
正

し
い
考
え
の
も
と
に
行
動
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
力
と
な
っ
て
、
常
に
住
民
の
意
志

を
吸
い
上
げ
な
が
ら
、
協
力
し
合
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
を

お
し
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

リ
ー
ダ
ー
と

V
7と
、
な
に
か
特
別

な
存
在
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
通
行
中
に
近
所
の
子
供
が
危
険

な
遊
び
を
し
て
い
た
ら
注
意
を
し
た
く

な
る
も
の
で
す
。
お
年
寄
り
が
重
い
荷

物
を
持
っ
て
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
よ
う

と
す
る
の
が
人
情
で
し
ょ
う
。
見
知
ら

ぬ
人
に
道
を
き
か
れ
た
ら
、
自
分
の
知

っ
て
い
る
限
り
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
す
。

人
間
の
心
の
ど
こ
か
に
は
必
ず
相
手

を
尊
重
し
、
理
解
す
る
為
の
行
動
を
伴

っ
た
感
情
が
動
く
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
と
し
て
大
切
な

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
ま
た
盆

栽
、
菊
づ
く
り
、
料
理
、
手
芸
、
体
育

関
係
な
ど
の
趣
味
特
技
を
生
か
し
て
皆

と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
つ
つ
教
え
よ
う

と
す
る
気
持
ち
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

だ
れ
で
も
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
、
常
に
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
た
り
、
よ
く
話
を
き
い
て

あ
げ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

あ
と
は
、
現
実
問
題
に
ぶ
つ
か
り
な

が
ら
考
え
た
り
、
多
く
の
人
び
と
の
意

見
を
聴
い
た
り
、
あ
る
い
は
自
分
で
学

習
し
、
経
験
を
積
み
な
が
ら
向
上
し
て

い
く
も
の
で
す
。

地

11lA 
f f E 
て I rn 
lそのふ
歪心日
57に

コミュニティ

場i五

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
人
達
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
自
治
会
長
等
を
始
め
と

し
て
、
各
種
の
地
域
団
体
の
役
員
、
行

政
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
委
員
等
の
人

び
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
団
体
の
役
員

や
委
員
に
推
薦
さ
れ
、
責
任
を
担
い
な

が
ら
活
動
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
リ
ー

ダ
ー
の
資
格
を
十
分
備
え
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
ば
ら
ば
ら
な
個
人
を

組
織
内
の
一
員
と
し
て
ま
と
め
、
自
覚

と
責
任
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
つ
つ
組

織
活
動
を
推
進
し
て
い
る
面
か
ら
も
同

様
の
ご
と
が
い
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ご
う
し
た
人
び
と
は

計
画
づ
く
り
や
実
践
活
動
に
は
豊
富
な

経
験
を
積
み
、
識
見
を
蓄
え
て
い
ま
す

の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
牽
引

力
と
な
っ
て
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
多
い
で
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
住
民
の
一
人
ひ

と
り
が
生
活
の
場
で
、
白
由
な
発
怨
と

行
動
の
中
か
ら
自
然
に
醸
成
さ
れ
る
の

が
理
想
で
す
が
、
動
機
づ
け
と
な
る
情

報
を
絶
え
ず
提
供
し
、
活
動
の
触
発
作

用
を
起
こ
す
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
ま
た

重
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
の
諸
活
動
を
通

じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
力
と
な
る

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
も
大

事
な
課
題
で
す
。

和
合
の
気
持
ち
で

皆
様
と

コミュニティリーダー

木之本安正
沖浦 (39歳)

今
回
、
新
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ

ー
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

何
分
に
も
初
経
験
で
あ
り
、
わ
か
ら
な

い
事
が
数
多
く
、
先
輩
諸
氏
の
ご
意
見
、

体
験
談
な
ど
伺
い
な
が
ら
二
ヶ
年
間
こ

の
任
務
を
全
う
し
た
く
思
い
ま
す
。

沖
浦
瑞
龍
寺
の
住
職
で
す
。
お
観
音

様
を
と
お
し
、
お
参
り
下
さ
る
信
者
の

皆
さ
ん
と
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
心
掛
け

よ
り
親
し
く
、
何
よ
り
も
和
合
の
気
持

ち
で
檀
徒
の
皆
様
と
常
日
頃
話
し
合
え

る
よ
う
心
掛
け
、
住
職
を
と
お
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
実
践
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
共
、
ご
指

導
宜
敷
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

」
w炉
、
h
h
w
m
h
E
刷、
L
M
3
0

私的審ちゃん
⑫ 女

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時

の
ご
、
玉
人
の
第
一
声
は
:
・
何

も
い
わ
な
い
で
た
だ
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
る
だ
け
で
し
た
。

品
開
名
前
は
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
で
つ

け
ま
し
た
か
:
・
本
人
に
と
っ
て
よ
ろ

こ
び
の
多
い
日
々
で
あ
る
よ
う
に
、

ま
た
、
人
に
も
よ
ろ
こ
び
を
与
え
る

人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と
慶
一
と
つ

け
ま
し
た
。

円
安
出
産
機
綴
務
機
総
齢
膨
麟
麟
嬢
綴
輪

出
の
と
き
綴
綴
綴
機
購
欝
穣
繍
鱒
騨
欝
麓
鰯
四
四

一
の
エ
ピ
鱗
鱗
麟
麟
鱒
麟
騨
繍
鱒
醐
欄

?
ー
イ
欝
麟
鱒
鶏
纏
灘

市
は
分
離
か
叩
f?にか
vd

m

娩
室
に
鱗
鵜
醐
鱒
鶴
川

fid÷γJJU潮崎
…

一
入
っ
た
麟
麟
輔
麟
欝
鯵
続
船
籍

明
と
い
う
務
欝
凝
議
幾
濁
議
議
欝
絞
畿
線
総
幽

加

の

に

、

鶴

欝

襲

撃

襲

撃

離

轟

一

主

人

は

盤

欝

購

曜

日
ま
わ
り
轟
欝
盤
機
醸
騒
騒
騒
鑓
麟
鱒
麟
随

一
の
人
が
満
潮
は
ま
だ
早
い
と
、
母
が

市
電
話
を
す
る
ま
で
仕
事
を
し
て
お
り
、

守
あ
わ
て
て
か
け
つ
け
ま
し
た
。

安
い
ま
ど
ん
な
仕
草
を
し
ま
す
か
:

ヨ
l
イ
ド
ン
を
し
た
り
、
物
を
ひ
つ

く
り
か
え
し
た
り
す
る
と
お
こ
ら
れ

る
と
思
っ
て
か
、
自
分
で
先
に

w
め

ん
め
μ

と
い
い
ま
す
。
頭
を
下
げ
て

刀
ン
チ
ャ
u

と
い
い
ま
す
。

女
ほ
ん
と
う
は
男
の
子
が
ほ
し
か
っ

た
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
女
の
子
;

絶
対
男
の
子
と
家
族
み
ん
な
が
決
め

→バも親大い近女ととみ欝聾襲撃議妥議議穣義務鷲謹鍾霊童覇よて女てて・女子しスノ/介安考て主
ふ/f頑とご後二つな呼た轟轟欝謬議議議務総欝議欝藩襲警うゃあほや第どをよをケしごえお t
張い主に男ぎりん時轟轟襲議議議畿鶴校基礎藤議議轟重量白さなしさ ーんにでしイて主てり陪

失失らう人とがのまで、轟轟欝議欝鱗議議註饗輔分したいしになぎがま〆〆く人い 仲

里子野ね責の忠生赤しくそ聾盤機機運繍院議舗でき流とく元子つ宮:すはだのま女 5i 幸晃ば任ノf つまちたれし 一一一行 の思勇気供て 9 とさ子せの長
子さとにパてれや 0 たて 矢野麗ーくん 動勇育い気でに寝;食探いぼん子ー
さん思わにい ん h し気児まのあ育るも事し;んでの jj ん ししなま次の はヤ 一8月21日生ま利 てをのすいでし やてん名;まてっすは計惟 み身し。るこたまキ風抱つうた前 Z
(二 す f可た 0 二画 か4んて産す頃のがつマ女でせに方 子といっ Z呂きでぶ 0 は記
事十三。ご弁 年は なャの赤しかかはわたマ初するつに に、ででしもあくり ~ ~ 
出六 O と: く i 実、顔ち初:らいい実にめ 0 こけつ 育そすす いげるを E 
。巳歳歳 に父 ら最 感 fをやめ出でった感なで とるい つしか oてっキと紹 も 2
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身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
、
十
二
月
一
白
現

在
長
浜
町
に
住
ん
で
お
り
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
に
は
十
二
月
に
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔

支

給

額

〕

こ

れ

ま

で

外

国

人

か

ら

強

い

要

望

の

O
身

体

障

害

者

手

帳

あ

り

ま

し

た

国

民

年

金

へ

の

加

入

が

、

ゎ

@
一
級
と
二
級
の
方
・
:
五
千
円
が
国
の
難
民
条
約
等
へ
の
加
入
に
伴
い
、

@
一
二
級
と
問
級
の
方
:
・
四
千
円
外
国
人
に
も
日
本
人
と
同
様
に
国
民
年

@
五
級
と
六
級
の
方
:
二
二
千
円
金
へ
の
加
入
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
0

0
療

育

手

帳

加

入

条

件

は

、

日

本

国

口

氏

と

全

く

同

-
A
の

方

:

:

:

五

千

円

じ

で

、

来

年

一

月

か

ら

加

入

手

続

き

が

-
B
の
方
:
:
:
四
千
円
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔

申

請

手

続

〕

国

内

に

住

ん

で

い

る

二

十

歳

か

ら

六

こ
の
見
舞
金
を
受
け
る
に
は
、
定
め
十
歳
未
満
の
人
で
、
農
林
漁
業
、
商
工

H
e
e
-
-
8
1
e
4
:
・4
・e
e
4
:
・4
・・・
6
i
e
o
:
・0
・eeAVe--ae--41

一
寒
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
部
屋
を
換
気
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ま
た
、
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
い
よ
う
に

一
閉
め
き
っ
て
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
た
、
暖
房
器
具
だ
け
で
な
く
、
喫
煙
す
る
み
え
る
、
コ
タ
ツ
ゃ
あ
ん
か
に
よ
る
や

一
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
石
油
や
人
が
同
席
し
て
い
る
場
合
も
室
内
の
空
け
ど
は
γ

皮
膚
の
表
面
だ
け
で
な
く

一
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
暖
房
器
具
は
、
室
気
は
汚
れ
ま
す
。
粘
膜
の
弱
い
人
は
眼
深
く
ま
で
や
け
ど
し
て
い
る
の
で
、

一
内
の
酸
素
を
消
費
し
ま
す
。
部
屋
の
や
鼻
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
咳
が
出
た
治
り
に
く
い
も
の
で
す
。
コ
タ
ツ
や

一
構
造
も
、
障
子
や
ふ
す
ま
で
隔
て
ら
り
し
ま
す
。
喫
煙
し
て
い
る
本
人
は
、
案
あ
ん
か
は
温
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

F

れ
て
い
る
も
の
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
外
気
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
ご
う
い
の
で
、
す
ぐ
に
は
や
け
ど
を
し
ま

屯
な
り
、
サ
y
シ

の

よ

う

に

気

密

性

の

せ

ん

が

、

眠

っ

て

い

る

聞

な

ど

一

高

い

も

の

が

使

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

長

時

間

皮

膚

に

接

触

し

て

い

る

沼

。

7

・

…

っ

て

き

て

い

ま

す

。

と

や

け

ど

を

す

る

わ

け

で

す

。

恥

骨

一

気

密

性

が

高

い

と

い

う

こ

と

は

、

ス

ト

ー

ブ

な

ど

は

不

完

全

燃

地

…

一

暖

房

の

効

率

は

た

い

へ

ん

良

い

の

で

焼

を

防

止

す

る

た

め

に

芯

の

そ

い

い

一

一

す

が

、

通

気

が

惑

く

、

石

油

や

ガ

ス

ス

う

じ

ゃ

調

節

を

行

な

い

、

コ

タ

仁

一

唖

司

創

刊

|

」

ト

i
ブ

を

使

用

し

ツ

ゃ

あ

ん

か

な

ど

は

、

皮

膚

に

灯

一

二

竺

ザ

一

て

い

る

時

に

は

窓

直

接

あ

た

ら

な

い

よ

う

十

七

ン

三

一

同

時

(

⑮

を

開

け

た

り

、

換

チ

程

離

し

て

置

く

な

ど

正

し

い

川

…

日
ふ
J
間
N

〉

気

扇

を

回

し

た

り

使

い

方

を

し

て

快

適

な

冬

を

過

ι
恥

i

:

 

一

F
l
J日
目

一

し

て

、

少

な

く

と

も

ご

し

ま

し

ょ

う

0

1

5

醸
F
A
1

一

ヘ

申

申

事

rul--L
一

時

間

に

一

回

は

(

保

健

婦

・

原

間

)

一

p
b
t
p。I
9
1
@
9
L

心
身
障
害
者
見
舞
金

の
申
請
子
続
き
を

園田圏ヘルスアイ・この人園... 

ら
れ
た
様
式
で
申
請
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
で
お
た
ず
ね

く
、
だ
さ
い
。

在
日
外
国
人
も
加
入

で
き
ま
す
国

民

年

金

換
気
や
や
け
ど
に
注
意

暖
房
器
具
は
正
し
い
使
い
方
を

い
う
場
合
も
換
気
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
冬
は
暖
房
器
具
に
よ
る
や
け

ど
も
増
え
て
き
ま
す
。
や
け
ど
を
し
て

す
ぐ
の
場
合
は
、
と
に
か
く
冷
や
す
こ

と
で
す
。
流
水
な
ど
で
痛
み
が
な
く
な

る
ま
で
冷
や
し
ま
す
。
表
皮
が
は
が
れ

て
い
る
場
合
は
、
勝
手
に
薬
な
ど
を
ぬ

ら
、
ず
、
医
師
に
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
自
営
を
し
て
い
る

人
や
そ
の
家
族
の
人
で
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
の
被
用
者
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
な
い
と
き
は
、
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な

ど
は
、
希
望
に
よ
り
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
年
金

係
に
ム
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

曜
一
罵
麓
醸
融
、
問
問
思
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十
一
月
一
一
一
日
、
長
高

体
育
館
で
生
活
文
化
祭

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

チ
ビ
y
子
広
場
を

開
催
。
こ
れ
は
、

V
Y
S
会
員
た
ち

が
参
加
し
て
、
子

供
た
ち
に
昔
の
が

ん
H
一
ぺ
つ
く
り
ゃ
創

造
住
を
伸
ば
す
目

的
で
開
い
た
も
の

で
、
父
兄
や
子
供

あ
わ
せ
て
約
八
十

人
が
参
加
し
て
、

タ
コ
や
ゲ
タ
な
ど

を
つ
く
っ
た
。

昔
の
が
ん
具
や
つ
く
り

ー
チ
ビ
ッ
子
広
場
1

ルポ@町の歴史

zr:??主庭の拡張完成を祝って
メそたコプ?

l二つぎつ替 ~豊茂保育所~
ト百面またえ
ル二積わ庭て新ど棒やンブた祝いこ張保
。十はっても、しもな鉄コラ。つての工育十

、(i事所月
子どをで二
1共完しは十
た成て遊六
ち。いび日
と二た土易
と宮がの悪
も町、拡買
に長
モや
チ土也
ま元
き;義
を員
しを
てtB

]口口口口口口口口口口口口口口口

賞百
し人
たの
。人

達
がそむのたいわ寿て示ちはを長官
観三ょでもし祝を長しゃ娘祝に十

んさつお月
のんでい二
描や趨て i
い友 fl未、固
た速の長日
系会が{乍 j兵 、
や中品の二
人心合中十
形と同村丘
、な展寿日
陶っ存、の
器て関さ両
な、{窪ん円
ど士。の
をばこ長体
展あれ寿育

むばあちゃんの長寿を祝って

~趣味の作品合同展~

!) 

0勾て6

双
子
の
ガ
ー
ベ
ラ

ー
老
人
ホ
l
ム
由
山
園
1

「し口

養

護

老

人

ホ

l
ム
の
下
同
宇
一
さ
ん
(
七
六
)
が
、
日
頃
か
ら

口
丹
精
こ
め
て
育
て
た
ガ
ー
ベ
ラ
に
双
子
が
誕
生
し
て
、
ホ
l

口
ム
内
で
ホ
ッ
ト
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
突
然
変
異

口
で
つ
つ
の
花
弁
が
つ
い
た
も
の
で
、
今
年
の
四
月
頃
購
入
し

口
た
も
の
が
、
今
回
初
め
て
双
子
と
し
て
咲
い
た
も
の
。

〔
ハ
]

門
〕

円
]

門
U口口口口口口

平
氏
の
全
盛
、
滅
亡
、
源
氏
に
う
つ
る
。

旭
将
軍
木
曽
義
仲
に
関
連
す
る
記
録
が

一
向
文
書
に
あ
る
。

木
曲
n
義
仰
が
平
家
を
追
い
、
旭
将
軍

と
し
て
伊
予
の
国
司
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

元
暦
元
年
(
二
八
四
年
)
一
月
、
源

頼
朝
の
弟
範
頼
、
義
経
に
追
わ
れ
、
江

川
粟
津
で
討
死
し
た
。

当
時
、
義
仲
の
第
二
婦
人
で
あ
っ
た

山
吹
御
前
は
、
下
女
と
」
円
以
を
逃
れ
、
佐
礼

谷
で
子
を
産
み
死
去
し
た
。
そ
の
L
J

「お

と
わ
」
を
一
宮
の
先
祖
が
つ
れ
て
帰
り
、

一
宮
上
方
道
徳
の
妻
と
な
っ
た
。
そ
れ

よ
り
筑
後
を
朝
日
村
と
い
っ
た
と
い
う
。

現
在
、
豊
茂
に
朝
日
部
落
が
あ
り
、

山
吹
御
前
を
葬
っ
た
西
前
(
禅
)
寺
あ
た

り
を
南
米
津
と
い
う
。
今
後
の
研
究
の
余

地
を
残
し
て
い
る
。

建
久
三
年
(
一
一
九
二
年
)
鎌
倉
時

代
が
は
ど
ま
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

.
久
保
七
郎
)

こ
の
た
び
は
、
平
安
時
代
(
七
九

一
四
年

1
一
一
九
二
年
)
の
こ
ろ
の
長

一
浜
の
動
き
を
見
ょ
う
。

品
小
川
下
四
年
(
九
三
四
年
)
の
冬
、

一
海
賊
喜
多
郡
の
不
動
穀
三
千
余
石
を

掠
奪
す
る
と
あ
る
が
、
伊
予
の
嫁
と

一
な
っ
て
下
っ
て
き
た
藤
原
郎
知
が
、

日
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
ち
も
京
都
に
帰

一
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
伊
予
に
留
ま
り
、

一
日
振
島
に
本
拠
を
定
め
て
海
賊
の
千
円

一
領
と
な
っ
た
。
不
動
殺
は
郡
家
(
役

目
所
)
の
近
く
に
あ
り
、
郡
家
が
大
洲

近
辺
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
三
千
余
名

一
の
加
を
運
ぶ
た
め
に
肱
川
を
利
用
し
、

一
長
浜
海
岸
に
上
陸
し
た
で
あ
ろ
う
。

海
音
寺
潮
五
郎
の
歴
史
小
説
「
海
と

一
風
と
虹
L

の
主
人
公
は
藤
原
純
友
で

あ
る
。藤
原
氏
の
勢
力
が
衰
え
、
地
方
が

乱
れ
る
に
つ
れ
て
武

一
士
、
僧
兵
が
力
を
増

し
て
き
た
。
豊
茂
・

一
宮
義
道
家
の
古
文

書
に
次
の
項
が
あ
る
。

一
仁
平
二
年
(
一
一
五

二
年
)
一
二
月
晦
日

一
伐
、
出
石
寺
当
社
神

一
山
と
神
仏
異
論
に
相

一
成
り
、
坊
主
凡
そ
百

一
人
程
つ
め
か
け
大
戦

に
相
成
り
、
其
時
喜

六
(
一
宮
家
の
先
祖
)

一
外
村
方
の
者
二
人
討

死
す
:
・
・
。

長
浜
に
も
中
央
の

日
波
が
押
寄
せ
て
い
る
。

源
平
二
氏
の
台
頭
、

豊茂にある神山神社
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長
賞
U
伊
政
必
私
(
ム
7

坊
)
マ
中
央
公
民
館
長

賞
U
大
石
包
(
豊
茂
)

第

八

園

生

活

文

化

祭

マ

佳

作

付

水

本

弘

(

豊
茂
)
伊
政
ヨ
シ
子
、
東

菊

町

長

賞

に

池

田

さ

ん

喜

多

離

小

房

子

(

以

上

ム

ノ

均

一

池

絵
画
・
書
全
昌
一
二
山
一
刻
也
く
ん
ら

4

¥
田
美
代
子
、
菊
地
戊
py

メ

、

一

メ

ー

デ

ー

ー

/

(

以

上

穂

積

)

今
年
で
第
八
閉
め
を
迎
え
た
「
生
活
{
団
体
}
町
長
賞
H
喜
多
灘
小
学
校
マ

文
化
祭
」
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
一
二
日
教
育
委
員
長
賞
U
長
浜
小
学
校
マ
中
央

ま
で
の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
で
開
催
公
民
館
長
賞
U

長
浜
中
学
校
マ
連
合
婦

さ

れ

ま

し

た

。

人

会

長

賞

l
白
滝
小
学
校

へ
耳
場
に
は
菊
骨
化
・
盆
栽
・
絵
画
・
書
・
曲
一
金
賞
}
小
学
生

l
泊
地
支
隆

彫
刻
な
ど
が
出
品
展
示
さ
れ
、
多
数
の
わ
い
一
由
一
ι
一
)
門
田
勝
(
長
二
二
近

人
が
観
賞
し
ま
L
たハ

F

革
漆
礼
香
(
長
一
二
)
下
以
久
美
(
怖

展
示
物
の
う
ち
菊
花
、
小
・
中
学
生
四
)
村
上
智
弘
(
櫛
五
)
中
川
和
美
(
長

の
絵
阿
と
書
は
、
次
の
通
り
入
賞
が
決
浜
六
)
マ
中
学
生
H
H
遠
香
尚
史
(
長
一
)

ま

り

ま

し

た

。

松

本

サ

カ

エ

ヘ

長

二

)

山

本

美

帆

(

長

三

)

E
…
{
個
人
}
町
長
賞

l
技
団
正
則
『
銀
賞
一
小
学
生
日
H
菊
地
民
，
〈
L
へ一
J

一U
…
(
穂
積
)
マ
教
育
委
員
長
賞
H
H

下
村
芥
織
一
、
大
一
二
桑
野
千
恵
(
怖
J

J

t0
・
5
・
ぃ
池
田
ク
マ
ヨ
ヘ
穂
積
¥
マ
教
育
(
へ
川
本
泰
美
(
豊
四
)
叶
本
典
了
(
自
五
)

3
3
Xる
S
X
6
3×長い
vogs会××る
φ
S父
父

5
3
9ヌ
Y
￥
3
x号
交
YOS父
X
5
3×草。。。
g
s
?
5
3
X
6〈γ
ベソメ

町

内

小

学

校

陸

上

競

技

大

会

秒

0
②
金
同
窓
一
(
出
海
)

日
秒
7
⑨
井
上
勝
仁
(
喜

ボ

i
ル

投

げ

・

活

百

一

く

ん

多

望

日

秒

9

〔
走
り
幅

/
f
ι
川

1

戸
ト
〕
ょ
に
u

走
り
高
と
び
・
石
山
さ
ん
ヵ
事
↓
一
一
一
ロ
告
と
び
〕
①
畑
中
秀
之
一
出

海
)
4
M
担
⑧
岩

n勝
洋

「
喜
多
祥

)
3
M
部
③
谷
本
勝
司
(
長

浜
)
3
M
m
〔
走
り
高
と
び
)
①
金
岡

恵
一
(
出
海

)
1
M
m⑨
山
下
正
明
(
長

浜
)
1
M
m③
渡
辺
博
文
(
大
和

)
1

け
お
(
ボ

i
ル
投
げ
〕
①
稲
垣
享
へ
長

浜
)
訂

υ
l②
渡
辺
裕
文
(
大
和
)
日

ν

削
③
山
本
泊
幸
(
櫛
生
)
川
Y
U
U
〔四

百
以
リ
レ

I
〕
①
長
浜
小
・
-
分
O
秒

⑨
出
海
・

l
分
2
秒
6
③
喜
多
灘
・
-

分
3
秒
2

一
女
子
の
部
一
〔
六
十

μ走
〕
①
松
岡

昌
了
(
比
三

9
秒
5
②
水
口
由
美
子
(
大

利
)
9
秒
7
③
西
岡
純
子
一

表

立/

与主シ

業

率

窒翠霊翠認定豆正三重理費屋塁盗塁霊童聖霊窓藍支宮支彰一~幽位以地

十
月
二
十
日
、
長
浜
中
学
校
で
昭
和

五
十
六
年
度
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
が
関
か
れ
、
お
よ
そ
八
十
人
の
児
童

た
ち
が
男

K
そ
れ
ぞ
れ
六
種
目
に
出
場

し
て
競
い
あ
っ
た
結
果
、
次
の
通
り
の

成
頑
と
な
り
ま
し
た
c

見
子
の
部
一
一
六
十
日
走
/
一
①
新
田

七
日
丈
(
長
浜
)

9
秒
1
⑧
河
川
芳
満
(
大

和
)

9
秒
5
③
浦
上
哲
郎
(
出
海
)

9

秒
8

「
百
日
走
〕
①
畑
中
秀
之
(
出
海
)

凶
秒
5
②
二
宮
和
義
(
長
浜
)
日
秒
1

⑨
本
田
大
三
(
↓
八
和
~
日
秒
4

〔
六
十

グ
ハ
ー
ド
ル
〕
小
ノ
稲
川
一
九
日
子
(
長
浜
)
日

士
一
存
(

叩

仲
尾
幸
下
(
喜
L

パ

)

V
中
学
生

1
河
澄

祐
介
(
川
ム
)
時
岡
正
(
長
浜
二
)
渡

辺
千
恵
美
(
長
浜
三
)

{
銅
賞
}
小
学
生

l
叶
木
征
士
(
白
一
)

中
村
勇
(
出
二
)
岡
芽
久
美
(
什
二
一
)

河
内
和
忠
ヘ
ト
八
同
)
丸
田
弘
美
(
戒
五
)

鈴
木
美
保
ヘ
長
六
一
一
マ
中
学
生

1
h人
保

朋
美
(
長
ご
小
川
昭
夫
(
長
二
)
七

山
由
香
F

出
一
二
~

{
金
賞
}
小
学
生
U

井
上
勝
仁

4
4

目
(
専
問
)
友
石
恵
美
(
長
丘
)

熊
野
美
幸
(
長
六
)
マ
中
学
生

H
H
宮
本
立
宅
(
長
一
一
笹
本
真
樹
(
長
一
)

{
銀
賞
}
小
学
生
U

楠
本
純
子
(
大
一
」

石
本
卓
志
(
豊
一
~
森
川
多
美
子
(
白

一
二
)
大
津
宝
文
(
大
四
)
菊
地
亥
辰
(
豊

五
)
宇
佐
真
一
(
長
六
)
マ
中
学
生
H
H

石
同
博
文
(
長
ご
米
田
千
春
(
出
二
)

上
崎
京
下
(
長
一
二
)

{
錦
賞
】
小
学
生
H

谷
浦
ア
ヤ
子

(
L
八

一
一
)
坂
木
山
史
(
山
山
二
)
沖
永
富
ト
し
エ

9
秒
8

〔百

μ走
〕
⑦
松
岡
昌
代
(
柴
)

日
秒
1
②
中
野
光
代
(
大
和
)
日
秒
4

③
族
同
緑
(
長
浜
)
日
秒
7

(
六
十
川

ハ
ー
ド
ル
〕
⑦
仲
尾
幸
子
(
喜
多
灘
)

日
秒
0
⑦
中
肝
光
代
(
大
和
)
日
衿
1

③
石
山
鈴
美
(
出
説
)
日
秒
2

〔
走
り

幅
と
び
〕
④
友
石
恵
美
へ
長
浜
)
3
灯

刊
⑨
坂
井
佳
子
(
出
海
)

3
灯
叫
③
宮

出
信
子
(
喜
多
灘
)
3
U
N
A
〔
走
り
高

と
び
〕
(
叩
石
山
地
用
美
(
出
海
)

1
日
お

②
水
口
山
r
t
k
p

ナ
(
大
和

)
1
M
m⑦
介

上
直
美
(
長
一
山
」

1
M
m
〔ボ

i
ル
投

げ
〕
①
後
応
え
り
チ
(
喜
多
機
)
日
刊

υ

日
⑨
河
井
美
智
子
(
出
海
)
幻
一
川
町
③

西
宮
知
津
枝
(
柴
)
川
U
U
回
〔
四
百

μ

リ
レ
l
〕
①
喜
多
灘
・
-
分
2
秒
8
⑨

長
浜
・

1
分
つ
J

秒
2
一
④
出
海
・
-
八
月
日

秒
2

一
長
岡
)
竹
内
千
代
子
一
一
戒
に
と
児
玉

広
子
(
白
六
)
マ
中
学
生

l
久
保
友
美

(
長
一
)
山
本
修
(
長
-
二
水
本
子
一
史

(
長
二
一
)

白
石
さ
ん
の
乳
牛

が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
五
回
乳
牛
共
進
会

町
内
で
飼
育
管
理
さ
れ
ど
い
る
乳
牛

お
よ
び
肉
牛
の
改
良
、
飼
育
管
理
状
況

を
緩
い
、
長
浜
町
に
お
け
る

ω育
管
理

技
術
の
向
と
と
改
良
増
殖
の
方
向
を
定

め
、
生
産
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
第
五
回
乳
牛
共
進
会
が
十
一
月
六

日
、
白
滝
の
交
通
公
園
で
湾
催
さ
れ
ま

下

ν

た。参
加
し
た
二
十
一
一
頭
の
中
ぞ
り
、
ゲ

ラ
、
ノ
ド
チ
ャ
ン
JY
寸
ノ
に
白
滝
の
白
石

五
郎
さ
ん
の
乳
牛
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
総
合
一
(
ク
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
〕

白
一
七
五
郎

-
部
一
生
後
六
ヵ
円

1
十
二
ヵ
月
空 町長賞に輝いた喜多灘小の作品

で
の
未
経
産
中
下
:
(
優
等
〕
村
橋
敬
(
穂

積
)
〔
一
等
、
上
満
武
(
柴
)
石
堂
勝

重
(
戒
川
)
菊
岡
古
茂
(
豊
茂
)
山
一
七
井

熊
男
(
柴
)
平
田
貞
友
(
白
滝
)

2
部
一
生
後
十
二
ヵ
月
以
上
の
未
経

産
牛
:
・
〔
優
等
一
岩
井
熊
男
(
柴
)
〔
一

等
〕
渡
辺
利
邦
、
佐
々
木
昭
(
以
上
柴
)

[
二
等
〕
菊
地
叶
(
号
泣
)
上
満
武
(
柴
)

湊
正
泡
(
臼
滝
)

↑

3
部
一
生
後
二
十
八
ヵ
月
以
上
の
経

産
牛
[
優
等
〕
上
満
武
(
柴
)
〔
一

等
)
久
保
刊
靖
(
白
滝
)
〔
ニ
等
〕
山

本
秋
広
(
柴
)
日
午
出
白
一
友
(
白
滝
)
湊

正
感
(
白
滝
)

一
肉
牛
一
〔
優
等
、
一
欠
野
直
幸
(
柴
)

上
回
さ
ん
ら
五
人

第
沼
田
県
社
会
福
祉
大
会
で

次
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
活

動
に
功
労
が
あ
J

た
こ
と
に
よ
り
、
十

月
二
十
八
日
、
松
山
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
た
社
協
創
立
一
二
十
周
年
記
念
第
二

十
九
回
県
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、
白

石
奔
樹
愛
媛
県
知
事
、
渡
部
七
郎
県
社

協
会
長
、
山
崎
胸
-
県
共
同
募
金
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
c

〔
愛
媛
県
知
事
表
彰
」

マ
民
生
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
H

上

回
ミ
ツ
ゴ
(
白
滝
・
日
歳
)
マ
社
会
福

祉
事
業
施
設
従
事
者
表
彰
H
玉
井
徳
美

(
長
鋲
・
日
長
)
マ
共
同
募
金
功
労
者

表
彰
u
H
井
内
L
i

ヨ
カ
(
長
浜

-m歳
)

〔
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
〕

マ
民
生
児
主
委
員
表
彰
H
前
野
久
雄

(
出
海

-m歳
)
マ
優
良
事
務
従
事
者

表
彰

1
石
内
義
感
(
櫛
生
・
山
山
歳
)

〔
愛
媛
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
一

マ
共
同
募
合
功
労
地

K
団
体
表
彰
H
H

長
浜
高
等
学
校
生
徒
会
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円
を
豊
茂
公
民
館
へ
0

0
故
三
好
隆
子
さ
ん
代
理
・
伊
予
郡
松

前
町
の
白
石
今
郎
さ
ん
・
:
問
傘
ほ
か

(
五
万
円
)
を
老
人
ホ
ム
白
山
園
ヘ
c

o
櫛
生
小
学
校
施
設
設
備
充
実
資
金
管

理
委
員
会
(
代
表
・
山
本
薫
さ
ん
)

・
:
シ
ャ
ー
プ
電
子
複
写
機
を
櫛
生
小

学
校
へ
。
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て__;1'" でい/七だける色々な電話機 6.Jを 11日発し、提í ll: す ~5 ~ど電話を

農園且 通じて明るい社会 jく(，):こ参加しでいます。 l
l主たきり老人のため、 ドタンひとつで緊急連絡できる「主〉んしん」、ヰのき三えな j
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-ーペザレー中ペ叫hι一一ん叩日中引〈叫叫ん~山内"'~~:;...心引一日目ー~日(〆hνhνh昨ず~ι叫ム~ーム川市ん斗

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

間
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

A
ノ

的

矢

間

佳

文

長

女

子

春

出

海

垣

見

芳

彦

長

女

光

恵

沖

浦

細

川

正

邦

長

男

謙

一

郎

沖

浦

松

田

昭

男

長

女

沓

沙

柴

上

溝

茂

二

女

佳

乃

長

浜

西

岡

一

千

長

男

宏

長

浜

商

岡

平

今

一

明

伸

下

須

戎

比

留

木

修

長

男

和

彦

出

海

堀

田

家

孝

二

労

呂

志

下

須

戒

荒

木

忠

葬

二

女

恭

子

櫛

生

有

友

正

博

長

女

問

実

出

回

矢

野

晃

二

男

減

Aγ

坊

池

田

忠

幸

二

男

良

也

長

浜

神

崎

利

夫

長

女

景

子

中
野
貴
夫
係
長

戸
籍
事
務
に
功
績

編

集

後

記

(和岸本印刷

今
年

t
あ
レ
t

一
一
か
月
・
:
こ
の
一
年
を

振
り
返
っ
て
み
て
内
外
と
も
に
厳
し
い

一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
日
、
愛
媛
新
聞
社
主
催
に
よ
る
て

十
一
世
紀
の
望
ま
し
い
郷
土
愛
媛
へ
向

け
て
、
私
た
ち
は
い
ま
何
を
な
す
べ
き

か
、
一
一
一
十
一
世
氾
の
選
択

i
産
業
・
文

化
・
情
報
」
を
基
本
一
7
1

マ
に
つ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
え
ひ
め
別
」
が
閃
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
で
深
旧
氏
は
、
日
本
の

社
会
は
明
治
以
来
、
生
必
間
関
家
体
質
で

あ
る
と
規
定
し
、
ゎ
会
社
的
社
ふ
ぷ
り
の
し

が
ら
み
の
中
で
、
日
本
的
文
化
が
喪
失

し
て
お
り
、
今
後
法
家
庭
向
ら
ん
の
中

か
ら
社
会
や
文
化
に
積
桜
的
に
接
触
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
発
医

長
め
区
そ
う
と
結
は
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
政
郷
H

長
浜
υ

の
パ
厄
反
を

犬
き
い
視
点
か

6
考
え
て
み
た
パ
い
も
の

住
民
課
の
中
野
貴
夫
係
長
(
四
三
)
は
、

戸
籍
事
務
に
多
年
に
わ
た
り
功
績
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
一
月
十
二
日
に

伊
予
市
の
厚
生
年
余
休
暇
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
昭
和
五
十
六
年
度
県
連
合
戸

籍
事
務
協
議
会
総
会
の
席
上
、
中
村
時

雄
同
協
議
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

印刷
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寄

付

O
故
増
田
モ
モ
ヨ
さ
ん
代
埋
・
古
品
の

増
田
長
之
助
さ
ん
(
七
二
)
・
:
電
気
混
水

器
を
老
人
ホ
1

ム
白
山
園
へ
。

。
一
出
海
保
育
所
母
親
ク
ラ
ブ
(
代
表
・

河
野
さ
ち
子
き
ん
一

7
・
ヤ
マ
ハ
小
太

鼓
(
鼓
笛
用
」
を
出
海
保
育
所
へ
0

0
須
沢
八
五

K
の
田
中
晋
さ
ん
(
一
子
ハ
)
:
・

須
沢
字
内
江
一
内
五
二
一
番
地
の
う
ち

二
C
川
・
八
九
平
方
日
を
町
ヘ
。
こ

れ
は
須
沢
集
会
所
用
地
に
あ
て
る
も

の。

O
豊
茂
の
豊
友
会
(
代
表
・
西
山
和
夫

さ
ん
)
:
・
閃
書
購
入
費
と
し
て
問
万

氏

名

婚

姻

居

時

年

齢

小

川

陽

一

(

三

四

)

木
村
ひ
と
み
(
一
ヱ
ハ
)

石

山

学

一

三

一

一

)

森

美

枝

士

土

ハ

)

前
川
治
重
(
一
-
三
)

丸
田
賢
官
子
(
二
四
)

久

保

勝

義

(

二

C
)

伴

野

早

子

(

一

九

)

二
宮
降
義
一
一
一
九
)

沖

永

純

子

二

一

川

)

鎌

旧

勉

三

一

永

井

学

子

(

一

お
く
m月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

須
沢
淳
井
口
市
太
郎
(
八

O
)

櫛

生

兵

頭

重

申

川

(

八

一

)

柴

田

上

金

太

郎

(

七

九

)

長

浜

右

本

マ

サ

ヨ

(

七

八

)

櫛

生

山

本

ハ

ル

(

八

二

一

)

大

越

奥

野

シ

ゲ

ル

(

七

九

)

11月 11 J現在 前月との比較

12，868人 43人i威
人 rJ (りj6，121人) (日消)会:6，747人

ト

世帯数 3，888世時 4 111:帯減

昭和56年12月号

人 E 世帯数

楽しく住みよい町、県かで働きがしミのある田J

美しい人情と文化の田Iをつくり、人υをふやしましょう

広報ながはま

11J~月めくる中主のカレン夕、、 カf

遂に一枚を残すのみとなった。

予期せぬさまざまな出来事を残

して1981年はさようならである

A 本年も国の内外企問1，)1突発

事件の多い年であったが、その

中で心に明るく残マぶたのは国際

障古:者年として障守者の意欲的

進出が職場に、スポーツ競H:二
見られた事である。健康者lニ劣

らない活躍ぶりに精一杯の拍手

を買旨りたいと，思う。午T-にサリド

マイ l、冗であった吉森こ「ゑさ
んの努力による成長ぶりには舌

存在く A しかしこの反i自i、日青山
出オミ事も'(;かった。 挙に大金

を奪う銀行 lj出i託事件、覚醒剤自民

HJ者の任111丘殺人事件、また中東
でのサダト大統領日自殺、 It，i正道
夕張新炭鉱内の悲惨事なと iju、
年末売忠、わせる時、日月るい十{が

さしたようなニュ ス(土、名詞序

京大教授がH本初のノーベルイヒ

子賞を受賞された事である。五:)1

~， )て文化勲章、文化功労賞受賞

者の発表で、あった。 ー筋の道を

たゆま f:J歩まれた努力と』寺干IJの
黙示であるA わが足下のIHfも町

議の改定ノゲあコ Y二。かつての婦

人議員は姿を消したが、声なき

[t，i+人の声 f，ごハされてご健闘を
闘いたいム12)Jを「冬ざれ」な

どとき-，ごられないのが果桔J
民家で;f，る また歳末尚戦に全

IJを注がれる商業者もfiiJじであ
ろう。年の瀬音が響いてくるよ

うな多忙会師走、何事も手)1慎よ

く処理して、行く年・来る年の

除夜の鐘を，['，、静かにききつつ新

春を迎えたいと忠う。

崎


